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苦悩の慣用句（12章）
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受苦的人間
• 人は病いに陥り，病いを苦しみとして体験します．受苦
的な存在として生きることは人間の宿命です．私たちは
他者の「苦悩」（distress）を体験することはできませ
んが，それを感じることはできるようです．あるいは，
そのように私たちは信じています．他者に対して苦悩を
表現すること，そして他者の苦悩に居合わせること．こ
のようなことは病気や災難との遭遇を通して日常の生活
の中で頻繁に経験すると言ってもいいでしょう．

• 苦悩する存在のあり方＝ホモ・パティエンス
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ネルビオス（nervios）
• スペイン語で「神経」をさすネルビオ（nervio）〔ポルトガ
ル語ではネルボ（nervo）〕に関係する言葉です．ここで取り
扱うネルビオスにはアタケス・デ・ネルビオス（ataques de 
nervios，神経の侵襲）あるいはたんにアタケスと呼ばれるも
のもふくまれます．メスティソ社会においてこれらの一連の用
語は，ある種の身体の状態ひいては一種の病気〔看護人類学
（医療人類学）のいう「病い」に相当します〕とみなせます．
ネルビオスは，各個人においてその様態が多様でまた地域に
よっても差が認められるので，実際それを研究する者は，その
分析においては多様に，言い方を変えると自由に気ままに解釈
してきました
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こころの病気だという自覚がない
• 「医者は，わたしにネルビオスを伴った重い病気だと言い
ました．私は，自分が死にそうになっていたのに，単に頭
の中の病気だと言われたことに，とても驚いてしまいまし
た．サン・ホセの町では，卵やそのほかの食べ物を摂るこ
とはできますが，それを食べると，私の胃袋がひっくり
返ってしまうような気がします．頭や胸や両足が，恐ろし
く痛くなり，とても恐ろしい気持ちになります．この病気
が，いったい何であるのか，私には解りません．医者は，
療養のために転地する必要があり，できる範囲で良いから
出かけるように，と言います…」（50歳代女性）
［Barlett and Low,1980：544］
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ショック症状？
• 「私は，とてもひどいネルビオスに２度なったことがあります．そ
れは私の子どもたちが，死にそうになったときです．最初は息子が
馬から落ちて，死にそうだと言われたのです．私は倒れて，動けな
くなりました．手足の感覚が無くなったのです．感覚が無くなった
まま手や足を動かしました．人々は，私に民間薬をくれました．
そして，私は町に行き医者は注射を打ち，薬を飲ましてくれまし
た．私は治りました．」「二度目は娘のアナが馬から落ちたとき
です．使い走りの子供がやってきて，アナが馬から落ちたと告げた
とき，私の肌はこの恐ろしい感じに襲われたのです．それは膝から
始まり，だんだん上に登ってきて，頭にまで達しました．病院で気
がつくまで，私は何も覚えていません．娘は頭の３か所が切れてお
り，病院に４日いました．私は病院には１日だけ入院していまし
た」（女性）［Barlett and Low 1980：544］
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心身症？
• 「私は本当にわかりません．夫には問題がないのです．彼
は酒も飲まないし煙草も吸いません．家では本当に静かな
のです．私は，どうしてそう［ネルビオス］なのかわから
ない．自分自身に聞きます，どうして？　私がこの病気に
なることなんて，ありえません．なぜなら，私はひどい生
活をしていないからです．夫が妻に対してひどい生活を強
いるなら，そのとき問題は起きます．けれど，私の夫はそ
んなのじゃない．彼はいつもここにおり，私たちは決して
言い争いません．なのに私は，いつもネルビオスになるの
です」（35歳女性）［Guarnaccia and Farias,1988：
1227］
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「民俗病」（folk disease）
「民族医学的概念」（ethnomedical concept）

• 心身の状態を表現する、語彙と概念（＝病い・イルネス）
• 「身体表現性障害」（somatoform disorder）
• 人々が心身の状態を表現することばは，ネルビオス以外に
もたくさんあります．コレラ（colera），ビリス
（bilis），エンビディア（envidia），ムイナ
（muina），ススト（susto），エスパント
（espanto）などです．これらは，私たちの「感情表現」
語（たとえば，怒り，悲しみ，憂鬱，など）と１対１の翻
訳をすることはできません．
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精神科医の語彙

•「不定愁訴」「文化結合症候群＠」「精神病理
的反応パターンおよびヒステリー的人格」「急
性分離反応」「急性分裂病的動揺」「詐病」
「急性人格転換症状」「自殺発作」「多動症的
なエピソードのある人格転換反応」「分裂病的
障害」「文化的に受け入れ可能な苦悩症状」

•医療の専門家の語彙＝疾病（ディジース）
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「苦悩の慣用句」（idiom of distress）

• 人々に了解された苦しみを表現するという謂で
「苦悩の慣用句」（idiom of distress）
［Nicher,1981］と名づけてもよいかもしれま
せん．このような概念でくくることの効用とは，
これらのことばを身体に対して貼り付ける病名の
アナロジーで考えるよりも，身体の外部と密接
に関わる人間の存在様式を社会的次元に拡張し
て考えることができる点にあります．
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「神経」の意味論

•医療にたずさわる研究者がネルビオスを「民俗
的な」病気のラベルとして貼り続けることには
無理からぬところがあります．それは，人々が
治療を求めて実際に多くの医療機関を訪れるか
らです．人々の治療要求とそれに対して病気を
同定し治療的に関与していく運動のなかで，ネ
ルビオスが「病気」として実体化して行くこと
は当然として予想されます．
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私のフィールドノート
• イーラ（hirra）あるいはコレラ（colera）は，怒りや激怒を
表わす状態ないし病気（enfermedad）と考えられている．
イーラになると，人は忍耐が欠けてきて，ときに人を殺める
こともある．病名としてイーラを使うとき，それは「ネルビ
オスの病いのひとつである」（［hirra］ es una 
enfermedad de nervios）と表現される．「ネルビオス」
は，私たちのいうところの「神経質」あるいは「気がたって
いる」状態である．これは，ふつうの人びとが一過性に経験
する感情の状態あるいは病名である．「気難しい」人を表現
するのに使われるネルビオーソまたはネルビオーサは彼らの
常套句である．
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「狂気」
• 「狂気」（lunático）とは，「月 luna」が，その姿を変えるよ
うに，人の性格が周期的に変わっていく，そのような情動をいい
ます．ネルビオスが一時的な状態であるのに対して，狂気は固定
的です．だから「狂気は治らない」とも表現されます．もちろん
どんなものにも例外があります．つまり「呪術」
（hechicería）による狂気だけは回復が可能です．狂気もネル
ビオスもともに，時間を遡及してなんらかの道徳的原因について
言及されることはありません．狂人というラベルを貼られた人に
対しては回りの人びとは「哀れみ」（lástima）の感情で接する
べきだと人びとは言います．これは公的な意見としては誰もが同
意しますが，実際は忌避や嘲笑ときには恐怖の対象にもなりま
す．
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気質と区別しにくい
• ネルビオスは，一方では神経（ネルビオ）という身体の器官
の１つの病いを指しながら，他方では「神経質」という訳語
で与えられる気質のようなものでした．この場合のネルビオ
＝神経とは生物医学的な意味における神経系のことではな
く，そのような気質を形づくると人々によって考えられてい
る器官のことです．人々はネルビオスが「気質のようなも
の」と「神経という実体」が相互に関係するものと考えてい
るのか，あるいは「気質のようなもの」と「神経」の統一体
と考えていたのかは不明です．ただ後者のような言及はな
く，前者の２つの意味を彼らは会話の中で使い分けていたと
いうのが筆者の印象です．
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神経が弱いとは？
• 人々にとって「弱い」（debil）という言葉は，しばしばその反対語
としての「強い」（fuerte）との対比の中で考えられます．また，
この一組みのセットは身体の壮健さに関する「わるい」（malo/-
la）と「よい」（bueno/-na）という別の対比のセットと意味論的
には重なります．たとえば，血液の属性が「よい」（＝病気になりに
くい）あるいは「わるい」（＝病気になりやすい，あるいは病気その
もの）と言われるときには，それは同時にそれぞれ「強い血液」
（sangre fuerte）と「弱い血液」（sangre debil）が含意され
ています．血液がこのような属性で分けられることは，男女という性
差や人びとが考える「遺伝」（herencia）という面からも説明され
ます．身体的な壮健さにおいて，男は女より「弱い」ものであり，生
まれながらに「弱い血」をもつと言われます．
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増強・養生・遺伝
• 「強い／弱い」が同じ個人において盛衰するという見方も他方にあります．
たとえば「弱さ」や「虚弱性」あらわすデビリダ（debilidad）という用語
は，身体が一時的にだるく疲れた状態のみならず，病気そのものを意味しま
す．人間の身体の虚弱性の原因となるのは，大人では「働きすぎ」や「考え
すぎ」です．また子どもでは，栄養（nutrición）の不足によって起こると考
えられています．子どもは，ある種の病気，たとえば，ススト（susto）に
よって身体がだるくなり虚弱状態になることがしばしば見うけられます．ス
ストとは，びっくりした拍子に魂が抜け落ちて，元気がなくなり，病気にな
りやすくなることです．他方で虚弱を克服することもできます．日頃の「養
生」（cuidado）によって血液を「強く」することも可能です．工業医薬品
の「滋養の飲み薬」の類を飲む，野菜を多く摂ることがそれにあたります．
このように「弱さ」の概念は，まず先天的な決定論（たとえば大人に対する
子ども，男に対する女，生まれつきの「遺伝」）という大枠の上に，後天的
な操作によって「強く」したり，病気によって「弱く」なったりすると説明
されるのです
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マチスモという欲望というシステム

• 求愛中の男の女に対する甘い誘惑や誉めそやしがそれです．マチ
スモという欲望というシステムにおける男性の権力の再生産のた
めには，セックスを通しての支配を貫徹し，その結果，女を「孕
ませる」ことがなされねばならないと，筆者は現地調査でしばし
ば同年齢の男性たちから聞かされてきました．男性同士の会話の
中で，男性が女性を支配した戦果の報告として孕ませた女性と子
どもの数を誇らしげに語る場面に遭遇することは別に珍しいこと
ではありませんでした．他方，男性がいかに「家畜」のように欲
望を発散させ，女性がいかなる迷惑を被るのかという，女性側の
からの道徳的非難や（より公的な場では適切な言葉が選ばれて）
異議申し立てがなされることもしばしば耳にしてきました．
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女の亡霊＝ジョロナ
• ジョロナ（泣き女）は，もとは貧しい［先住民や農民の］娘であ
り，愛人との間に何人かの子ども（婚外子すなわち庶子）をもう
けていました．愛人が彼女を顧みなくなったとき［あるいは結婚
への希望が打ち砕かれたとき］，彼女は自失のうちに自分の子ど
もたちを川で溺れさせ殺してしまい，自らも死を選びます．彼女
の死後，亡霊となった彼女は毎夜子どもたちを探しまわり泣き叫
ぶのです．そのとき，彼女は長い髪と白い装束をまとった美しい
いでたちであらわれます．そして夜中に出会った男たちはジョロ
ナに魅惑され，彼女の後をついてゆき，そして最後には彼らを危
険な場所［たとえば川の深みあるいは崖］に連れてゆくのです．
次の日の朝，男たちは哀れな水死体となって発見されます
［Horcasitas and Butterworth 1963］．
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自殺率と殺人率の比較

•コスタリカ（1983年）の人口10万人に対する
自殺による死亡率（実数換算）は5.4，殺人は
3.9です．引用したデータの年代がちょっと古
いのは，私が調査した時期のものを比較した
かったからです．ちなみに日本（1989年）で
は自殺17.3，殺人を含むその他の外因は2.8，
米国（1988年）ではそれぞれ12.4と10.2でし
た．
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処女の誘惑
• 亡霊としてのジョロナは，男の欲望の対象としての究極の
女であると言えないこともありません．長い髪と白い服は
純潔としての処女を暗示します．人々（この場合は男性中
心主義からみた）の考えによると，処女の征服は，女の身
体に拭いきれない刻印を記すことによって男性の名誉とみ
なされています．その男は女性からみれば少し腹の立つ言
い回しですが「女の最初の主」（primer dueño de la 
mujer）と表現されています．しかし，男は女に忘我する
ほど夢中になってはならないと教育されます．でないと，
欲望の深みにはまり自らを屍として曝すことになるからで
す．
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超自然界における優劣の逆転

•現実の世界で女を搾取しコントロールすること
に成功した男が，抑圧の反世界ではジョロナと
いう超女性の罠にかかり確立した支配を失墜さ
せるばかりでなく命すら失ってしまいます．
ジョロナはその点で男性にとっての究極の「嫌
悪すべき存在」となります．
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フェミニズムの狼煙
• ラテンアメリカにおけるフェミズム思想は，男性中心主義の歴史
的ビジョンを完全に転倒させてきました．歴史は「白人男性によ
るインディオ女性の征服」にはじまり「両性関係に暴力的要素を
もち込んだマチスモの伝統は…男性優位のみならず，独裁性，大
土地所有制，外国の支配と干渉，軍事政権など権威主義的現象と
結びついて」いることが再発見されました．国際婦人年メキシコ
会議（1975年）は「ラテン・アメリカの多くの女性が貧困と不
正義からの解放と，これを再生産するマチスモ的な国際・国内秩
序の変革を求める」という行動指針を提起しました．それは，世
界認識が変わることが世界に対するかかわりをどのように変える
か，それがどのようなところに結びついて行くのかについて私た
ちに教えています
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文化の型
• 『文化の型』（原著は1934年）は，フリードリヒ・ニーチェ
という哲学者の著作からヒントを得て，個々の文化にはさまざ
まな構成要素や人びとの価値観やふるまいというものがある
が，それらはひとつの文化のなかには内的に整合するようには
たらく傾向があり，その典型例として（古代ギリシャの）調和
を重んじるアポロ的文化と，矛盾や葛藤のなかに価値を見いだ
すディオニソス的文化という２つのタイプの対比を説明しまし
た。そして北米先住民の文化を（古代ギリシャの）アポロと
ディオニソスというそれぞれ２つのタイプにわけるとすると，
前者の代表をプエブロ先住民，後者の代表としてクワキウトル
先住民を論じたことで有名な古典

22

比較という方法論
•較という方法は両者の差異を通して，個々の内
部における力の不均衡の様態を認識論的に暴露
すること．そして，比較はこの新たな均衡点を
模索することを私たちに要求するのです．苦悩
の慣用句は世界に遍在しています．あとは私た
ちがそれをどのように問題化し，他者の慣用句
が私たちとどのような関係にあり，どう関与す
るかということにかかっていると言えないで
しょうか．
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